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【緒 言】異常絞扼反射(GR)は口腔後部,軟口蓋,
舌根部,咽 頭部,喉 頭部等への刺激により誘発 さ
れ る,吐物を伴わない嘔吐様反射である。本症例
は重度GR患 者に対 して,部 分床義歯装着 までの
歯科治療を実施 したものである。
【症例概要】患者は初診時62歳の男性である。臼
歯部の冷水痛 にて他院を受診す るも,GRの ため
歯科用器具の挿入が不可能なことから,紹介によ
り本院附属病院を受診 した。重度GR,多 数歯 う
蝕,お よび慢性歯周炎と診断した。全身麻酔下で
の抜歯,う 蝕治療,お よびスケーリング後,静 脈
内鎮静下での部分床義歯の咬合採得,外 来での系
統的脱感作による義歯装着 トレーニングを実施 し
た。上顎義歯は1か 月で日中の装着が可能 となり,
下顎義歯は3か 月経過後も義歯装着 トレーニング
を継続 している。
【考 察】GRの 原因は局所的因子,全 身的因子,
および心理的因子が挙げられる。本症例は心理的
因子によりGRが 出現 したものと考えられた。静
脈内鎮静法を用いても,GR患 者の中には極度の
恐怖により,脱抑制状態 となり,無意識のうちに
治療 を拒否する行動が見られることがある。静脈
内鎮静法による歯科治療が困難なGR患 者には全
身麻酔が選択 される。本症例 は歯科用器具を口腔
内に挿入することが不可能であり,全身麻酔が適
応となる重度GRと 診断した。心理的因子のうち,
過去の歯科治療が原因 となっているものでは,全
身麻酔で歯科治療 を行 うことにより,治療ができ
た体験を患者が実感す ることで,GRが 軽減 した
ことが報告 されている。本症例も治療の最終段階
で患者が部分床義歯の装着 トレーニングができる
ようになったことか ら,GRは軽減 されたものと
考える。GR患 者の義歯装着に関しては,義 歯の
GR誘発部位 との接触回避や装着 トレーニングが
有効であると報告 されており,本症例においても
効果が認め られた。
【結 語】重度GR患 者に対 し,全身麻酔下歯科
治療と系統的脱感作により部分床義歯装着までの
歯科治療を経験 した。
